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日本聖公会北海道教区主教按手式および就任式を迎えるにあたって 

 
 

キリストにあって親愛なる兄弟姉妹に平和の挨拶を送ります。 
昨年、11 月 3 日に行われた北海道教区主教選挙で、マリア・グレイス笹森田鶴師が

選出され、日本聖公会のすべての教区主教が同意し、被選者の受諾を経て、11 月 26
日、笹森師は正式に主教被選者となられました。そして、来る 4 月 23 日に、主教按
手式および日本聖公会北海道教区主教就任式が予定されています。 

按手が実現すれば日本聖公会においては最初の女性の主教となられますので、日本
聖公会主教会は、2018 年の日本聖公会第 64（定期）総会で決議された「日本聖公会
における女性の司祭按手に関するガイドライン」の周知、ならびにその再確認を日本
聖公会に属するすべての信徒、教役者のみなさんにお願いする次第です。 

同ガイドラインにおいては、「日本聖公会は、日本聖公会祈祷書によって聖職按手
を受領した者の聖職位は有効性を保持していることを認識する」ことを原則とし、「す
べての聖職と信徒は、その人の性に関わらず、それぞれのつとめに応じて教会の働き
に参与する。誰もその人の性によって排除されたり、嫌がらせを受けたり、差別され
たりすることがあってはならない」こと、また、「すべての聖職と信徒は、女性の司祭
按手についての立場の違いを越えて、協働者として対話をしつつ、協力しあう」こと
を確認しています。 
 新しい教区主教の誕生を心から期待し、日本聖公会北海道教区のみならず、日本聖
公会全体がさらに豊かに主の器として用いられますよう、共に祈りましょう。 
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